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不純物混入の原因の可能性
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1 .梓キャンパスヘリウム液化槽
梓キャンパヌ結保清怖詩液化機
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実験装置Aに問題ないか確認→問題なし

→ 娃キャンパスのLHelこ不純物混入の可能性の指摘

吉田キャノパスのLHeを配送して貰い、再立よげ→詰まらず

原因 ：桂キャンパスのLHelこ不純物混入 確定

対策 ：吉田キャンパフのLHeを使用→今まで問題起こらず

ー蓋量E
桂キャンパスのLHeを使用して、再立よげ→詰ま h
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強キャンパヌのLHeの品質確認→問題起こ

3.不純物理入の原因調杏
1.経年によるヘリウム液化機内の不純物の蓄積

液化機内の真空引き

問題発生前 平成23年9月20日

問題発生 平成24年5月

問題発生後 平成24年11月27日

J頻繁に弓重宝引きせず（iiーシ）
析計 液化運転中 問題なし

液化運転前 問題なし

内真空引き傾度増やす
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3 液化機の操作法の修正
3 ヘリウム滋イヒ機の操作方法変更による不純物混入経路発生

①内部精製器再生中のガスバッグ回収ガスの非大気放出

再生中内部精製器→ガスバッグ

回収ガスの純度 90%以下

→ 大気放出

成24年2月18日以降非大気放出

平成24年5月 問題発生

純物を蓄積濃縮 i

大気放出に戻す

3 滞化機の操作法の修正
3 ヘリウム液化機の操作方法変更による不純物混入終路葬牛

③内部精製器中不純物の蓄積後再生運転（台形運転）

液化運転中 再生のタイミング

三角運転 バッファタンク圧力

→最大値→すぐに再生

平成24年3月26日以降

台形運転 バッファタンク圧力

→最大値→維持

吋内部精製器中不純物蓄積→再生

平成24年S月 問題発生

4.滞体ヘリウムの品管確認（実験禁晋A)
茎墜蓋童企導入年度平成22年 テストツーJ[,,A

流量約700[cc/minAIR）（空気用流量計値） 850[cc/min AIR) 

問題発生平成24年5月 それ以前桂キャンパスLHe問題なし

テヌトツールA ポ、可 （フォアライン卜ラJ

3得策化機の操作j去の修正
3.ヘリ勺ム液化機の操作方法変更による不純物混入経路発生

②貯槽内のヘリウムガスをヘリウム液化機内に流すパージ

液化機停止中バッファタンクパージ

バッファ タンク→LP→H p 

→分析計→ガスバッグ

成24年3月12日以降貯槽パーシ

貯槽→（LP）→HP→分析計

4. ；.宿体へIJウムの品首確認
業者より不純物混入確認のテストツールを製作との連絡有→拝f昔

桂キャンパスのLHelこ不純物混入

｜テストツール→実験装置置の細管が詰まる可能性有り

→再立上げ迄かなりの時間と労力の無駄

＼ テストツール単純に約 1mの管の先に

実験装賓と同等フィル勺 を取付け

フィルタ一端 液体ヘリウム容器j夜中

もう一端 ロータリーポンプ→溌量計

流量計 詰まらない→問題なし→

4.液体ヘリウムの品皆確認（実験装置B)
室墜蓋童旦導入年度平成22年 テストツールB

流量約300[cc/minAIR）（空気用流量計値 450[cc/min AIR] 

問題発生平成24年7月 それ以前桂キャンパスLHe問題なし

テストツーJ[,,B

11月14日～使用中

13台の容器を確認→3台のみ詰まらない
司詰まらな L•容器を実験装置Blこ渡す→詰まる問題発生しない

tい容器に充填→ほとんど詰まらなレ→不純初除去済？
まる容器に充境→詰まる→容器室温→再充i真→ほぽ諾
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5.烹とめ
不純物流入平威24年5周以降発牛

実験装置A 実験装置Bの細管が詰まる その他は詰まらない
桂キャンパスLHeを使用すると詰まる → 不純物の混入確定

不純物混入の原因

1 .経年によるヘリウム沼化機内の不純物の蓄積

2予期せぬイレギュラーな不純物の混入
3ヘリウム液化機の操作方法変更による不純物混入経路発生
D内部精製器再生中のガスバッグ回収ガスの非ナ気前出
②貯槽内のへリウムガスをヘリウム液化機内に流すパージ
昔日精製器中不純物の蓄積後再生運転（台形運伝）

主昆虫皇室 全て以前の状態に戻した

を使用→ 不純物混入の有無を判定可能
8では、実験装置Bのテヌトツールで確認『問題な
置Aに、実験装置Bのテスト、メール →保II出来な
1iらなかった実績でミ利用をお願いする
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